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本研究は，カナダのブリティッシュコロンビア州におけるファーム・ダイレクト・マーケティング
の特徴を，農場の分布，商品の類型，生産と販売方法などに注目して説明した。農産物を直売する
ファーム・ダイレクト・マーケティングは，バンクーバーの外縁部から郊外にかけて点在する。そこ
はフレーザー川下流平野に広がる園芸農業地帯であり，1990年代からファーム・ダイレクト・マーケ
ティングが増加した。商品は多様であるが，基本的には，果実，野菜・花卉，畜産，ファームストア
の4類型と，それらの組み合わせに分類できる。農場の面積は小規模であり，農場主は2代目の多才な
経営者が多い。彼らは，新鮮・地元・安全を宣伝し，つながりのあるリピーターへフェイスブックな
どで情報を発信している。農場の経営は，都市的な土地利用の圧力を受けているが，地元産の食にこ
だわる都市住民の需要や，農村の良いイメージに支えられて，発展する可能性がある。
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Ⅰ　はじめに

１．目的

農村は長らく農作物を生産する場所であった

が，1990年代からその性格が変わってきた。農

村は，余暇や癒し，文化・教育的な価値，環境保

全など，多様な機能をもつ場所として認められる

ようになった。このような動向を扱った理論的枠

組みは，1990年代に欧米の研究によって提示さ

れ，農村空間の商品化やポスト生産主義として捉

えられてきた（Cloke, 1993；Ilbery and Bowler, 

1998）。2000年代に入ると，農村空間の商品化を

テーマとする実証的な研究が日本で進められるよ

うになった。

例えば地理学評論誌では，「農村空間商品化」

の特集が組まれ，ブランド農産物（Nihei, 2010），

アグリツーリズム（Hayashi, 2010），農村の宗

教遺産（Matsui, 2010），美観作物（Takayanagi, 

2010），ルーラリティの商品化（Kikuchi, 2010），

農村の教育利用（Fujinaga, 2010）などのテーマ

で，複数の実例が報告された。さらに田林（2013）

では，これらの報告に加えて，農家の直売，市民

農園，山村や漁村の事例も加わり，日本における

農村空間の商品化が理論的・実証的に体系化され

た。

これらの研究で残された課題の一つは，他の

先進国の動向である。欧米における農村空間の

商品化に関する実証的な研究は多くないが，イ

ギリス（Connell et. al., 2008）やアメリカ合衆国

（Futamura, 2007）のファーマーズ・マーケット

の事例がある。これらの研究では，ファーマー

ズ・マーケットの顧客は，地元産の食料（ローカ

ルフード），良い食料（グッドフード），安全な食

料，季節性などを重視しており，見た目や価格，

ブランド名はさほど重視しないことが示された。

しかし，これらの研究では，農場の経営内容や分
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布などの空間的な視点からの分析は不十分であ

る。

本研究では，先進国における農村空間の商品化

の事例として，カナダのブリティッシュコロンビ

ア州を取り上げる。カナダは，南北アメリカ州の

中では，アメリカ合衆国とブラジルに次いで国内

生産が高く，一人あたり国内生産は日本よりも

高い（2014年）。そのため，農村空間が消費の場

になっている多様な事例が見られる。2014年8月

と9月の現地調査によると，同州の農村空間商品

化の典型的な事例は，ファーマーズ・マーケット

（農場による市場への出店），ファーム・ダイレク

ト・マーケティング（農場内での直売），サーク

ル・ファーム・ツアー（農村観光名所をまわるセ

ルフガイドツアー），別荘，乗馬，ワイナリー，

自然を生かしたレクリエーションなどであること

が分かった（田林ほか，2015）。

本研究は，これらの事例の中でも，ファーム・

ダイレクト・マーケティングに注目する。ファー

ム・ダイレクト・マーケティングは，農場内で農

産物を生産・販売する経営である。園芸農業が盛

んなブリティッシュコロンビア州のローワーメイ

ンランド地域（ローワーフレーザーバレー）に

は，果実や野菜を生産する農場や，酪農場による

ファーム・ダイレクト・マーケティングが集中す

る。本研究は，このようなファーム・ダイレクト・

マーケティングの特徴を，農場の分布，商品の種

類，商品の生産と販売方法などに注目して考察す

ることを目的とする。

主な資料は，フレーザーバレー・ファー

ム・ ダ イ レ ク ト・ マ ー ケ テ ィ ン グ 協 会

（FVFDMA：Fraser Valley Farm Direct Marketing 

Association），農務省アボッツフォード農業セン

タ ー（BC Ministry of Agriculture, Coast Region, 

Abbotsford），およびファーム・ダイレクト・マー

ケティングを実施する農場で2015年6月に実施し

た聞き取り調査や観察によって入手した。

本稿の分析の手順として，まず，上記の協会と

行政への聞き取り調査によって得られたファー

ム・ダイレクト・マーケティングの概要（地域

農業，経営と協会，加盟農場，行政の補助など）

を示す（Ⅱ）。次いで，ファーム・ダイレクト・

マーケティングを行っている農場の経営を類型化

した上で，それらのローワーメインランド地域に

おける分布の特徴を，地域の代表的な農産物の生

産と照らし合わせながら説明する（Ⅲ）。さらに，

ファーム・ダイレクト・マーケティングの経営内

容を取り挙げる（Ⅳ）。そこでは，類型化した結

果に基づくように，果実・野菜類，ブルーベリー，

畜産，ファームマーケットという3農場と，野菜

を生産すると共にファームストアを経営する事例

を取り上げた。考察（Ⅴ）では，これらの結果（設

立の背景，分布，商品，販売方法）などから，ロー

ワーメインランド地域におけるファーム・ダイレ

クト・マーケティングの特徴を明らかにする。本

研究では，実例を正確に記録することにより，今

後の日本でも活用できるような，実用的な資料の

提供も意図している。

２．研究対象地域

ブリティッシュコロンビア州の面積は94万

km2であり，日本の約2.5倍に達する（図1）。人

口は430万であり，最大の都市は南東端に位置す

るバンクーバー（City of Vancouver）である。そ

の都市圏人口は210万に達し，カナダではトロン

トとモントリオールに次ぐ規模である。州都は，

バンクーバー島の南東端（北緯48度25分）に位

置するビクトリアである。

州の地形はローワーメインランド地域，カリ

ブー地域，ピースリバー地域を除いて山がちであ

り，農地は広くない。州農地委員会（Provincial 

Agricultural Land Commission）の資料によると，
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農地として使用可能な農地保全区（Agricultural 

Land Reserve）は州域の5.0％（4.7万km2）にす

ぎない。また，農業経営体による経営耕地の面積

は州域の3.0％（2.9万km2）に，農業就業人口は

州人口の0.7％（3.0万）にすぎない（2011年農業

センサスによる）。1）

現地調査を実施したローワーメインランド地

域は，センサス統計区の「ローワーメインラン

ド・サウスウェスト」の南部に相当する。地方

行政区（regional district）では，メトロバンクー

バー（Metro Vancouver）とフレーザーバレー地

域（Fraser Valley Regional District）に相当する。

その気候は，ケッペンの区分では，西岸海洋性気

候（Cfb）であり，北緯49度以北という高緯度と

しては比較的温暖である。さらに，フレーザー川

の左岸下流に広がる沖積地や，大都市への近接性

などの条件が，盛んな園芸農業の基盤となってい

る。

図1　研究対象地域
 （ブリティッシュコロンビア州農務省の資料を基に作成）
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Ⅱ　ファーム・ダイレクト・マーケティングの概要

１．地域農業

ブリティッシュコロンビア州では，約200種類

の農産物が作られており，その販売額は，約2,900

億円に達する。特にブルーベリーの生産量は，

1940年には9 tでカナダの州では最下位であった

のが，2011年には4万4千トンまで増加し，首位

となった（Dorf, 2014）。

ローワーメインランド地域で最も広い農地は牧

草である。牧草は主に，アボッツフォードから東

に広がる。2番目に広い農地は，ブルーベリーを

主とする果実である。ブルーベリーの主な品種

は，北部ハイブッシュ系（highbush blueberry）

である。ブルーベリーには，国際的な競争力があ

り，世界中へ輸出されている。最近はさくらんぼ

の栽培も増加しており，品質が高いものは輸出さ

れるようになった。3番目に広い農地は，野菜な

どの園芸作物である。ローワーメインランド地域

では，ほぼ全ての種類の野菜が作られている。主

な野菜は，トマト，きゅうり，パプリカ（yellow 

orange pepper）などである。野菜類に次いで広

いのは花卉類や苗類であり，これらは施設園芸で

も生産されている。

ローワーメインランド地域の農業は，めまぐる

しく変化している。概して草地から果実類へと，

集約的な生産へ変わる傾向がある。また，農産物

の種類も多様化しており，例えば中華街に出荷す

るための特殊なキノコも生産されるようになっ

た。気候や病気の影響もあり，2015年のように

平年よりも気温が高くなると，ブルーベリーなど

の果実の生産が難しくなる。また，アガシーズに

あったヘーゼルナッツの観光農場は，イボ皮病で

樹木が枯死したため，経営を中止してしまった。

この地域の農業を維持するための問題は，都市

的な土地利用との競合である。ローワーメインラ

ンド地域では，1960年代から始まった都市の拡

大に対応するため，州の土地委員会条例（Land 

Commission Act）により，1973年に農業ゾーン

制度が作られた。しかし開発の圧力は現在も継続

しており，投機的な土地利用が増えている。その

結果，農地の細分化という問題も出てきた。

しかし，ファーム・ダイレクト・マーケティン

グやアグリツーリズムなどの開かれた農場（open 

farm）は，そのような状況に対応できる可能性

がある。最近では，100マイルダイエット運動

（100 miles diet movement）など，地元農産物を

支援する動きが高まっている。その結果，ファー

ム・ダイレクト・マーケティングは，起業家のビ

ジネスとして捉えられるようになった。農産物の

直売（direct-to-consumer marketing）は，ファー

マーズ・マーケットや地域支援農業（community 

supported agriculture）とは競合になるが，スー

パーマーケットとは競合にならない。近年では，

スローフード・バンクーバーなどの，地元産の農

産物を宅配で販売する業者も出てきた。

農村コミュニティーの維持も，農業の維持のた

めに重要である。ローワーメインランド地域は，

農村コミュニティーに活力がある地域である。

ファーム・ダイレクト・マーケティングによっ

て，人々は農業的な土地利用と繋がることがで

きる。これは，都市と農村の食料の繋がり（food 

connection）を作ることでもある。都市の住民が

農場で結婚式を挙げることも流行ってきた。しか

し，美しい農村の風景があっても，養鶏場に近け

れば，匂いや虫の問題も出てくる。果実用の爆音

機は，鳥だけでなく，人も驚かせる。農場でのイ

ベントやレストランの経営には，そうした注意も

必要である。
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２．ファーム・ダイレクト・マーケティングの

性格と協会

ファーム・ダイレクト・マーケティングは，農

場を訪れる客に農産物や加工品を直接販売する経

営であり，卸売やパッケージングなどの中間業者

を介在しないことに特徴がある。ファーム・ダイ

レクト・マーケティング協会は，そのような農場

の経営を振興したり，市場を開拓することを目指

して，1994年に組織された。

当時は，農場の直売が注目されてきた時期で

あった。貧しい住民は，家族を養わせることで精

一杯であるが，裕福な住民は，食べ物の汚染や環

境などに強い関心を持つようになってきた。この

ような傾向が，ファーム・ダイレクト・マーケ

ティングを始める農場にとって好機となった。ア

ボッツフォードなどの農村でも都市化が進み，多

くの住民が農業を知らなくなった。都市に住んで

いる人々は，農業に関心が無いのではなく，本当

は羊や山羊や乳牛のことを知りたいのだという事

実に，農場の人たちが気付き始めた。

州内でファーム・ダイレクト・マーケティング

を行う農場が多く分布するのは，ローワーメイン

ランド地域と，バンクーバー島の南部であり，そ

れぞれにファーム・ダイレクト・マーケティン

グ協会が組織されている。2015年現在，フレー

ザーバレー・ファーム・ダイレクト・マーケティ

ング協会には，85戸の農場が加盟している。一

方，バンクーバー島では，サザンバンクーバー

島ダイレクト・ファーム・マーケティング協会

（Southern Vancouver Island Direct Farm Marketing 

Association）が組織され，59戸の農場と5軒のワ

イナリーが加盟している。

ローワーメインランド地域では，ファーム・ダ

イレクト・マーケティングを行う農場のほとんど

が，情報の発信や収集を目的として，ファーム・

ダイレクト・マーケティング協会またはサーク

ル・ファーム・ツアーに加盟している。ファーム・

ダイレクト・マーケティング協会の年会費は250

ドルであり，その宣伝方法は，ウェブページに

個々の農場の案内が表示されるほか，農場と商品

のリストが掲載されるガイドブック「ファーム・

フレッシュ」の発行である。そのガイドブックは，

毎年春に6万5千部が印刷され，州内の観光案内

所などに配布される。一方，サークル・ファーム・

ツアーの基本会費は1年で550ドルと高く，加盟

しているのは，ブドウのワイナリーや農場レスト

ランなど，高い商品を扱っている少数の農場であ

る。

３．加盟農場

フレーザーバレー・ファーム・ダイレクト・

マーケティング協会に加盟する農場の平均的な耕

地面積は約8ha（10エーカー）であり，州平均の

10分の1にすぎない。主な商品は，その地域の特

産物と一致する。例えば，アボッツフォードなど

ではベリー類の販売が多く，都市の外縁では野菜

や花卉などが多い。

ファーム・ダイレクト・マーケティングで広く

みられるのは，農産物のユーピック（U-pick，摘

み取り）である。ユーピックでは，摘み取った農

産物の重量あたりで料金を払うため，客が圃場で

食べることはない。日本のように時間あたりで料

金を設定するのは，効率が良くないと考える農場

が多い。例えばルバーブ（食用大黄）などの野菜

は圃場で食べることはできないし，重量あたりで

販売した方が約2倍の売り上げを見込める。販売

面で細かな対応が必要なので，ファーム・ダイレ

クト・マーケティングの経営は，農地面積が狭い

農場に向いている。

いくつかの農場は，農産物の販売だけでなく，

パイなどを販売するベーカリーや，ビストロ（使

い捨ての食器を使った昼食向けの簡易レストラ
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ン）も経営する。しかし農場でパイを焼いて販売

まですることは，普通の家族経営では相当に難し

い。また，畜産物を扱う農場の中には，山羊の餌

付けなどができるふれあい農場（petting zoo）を

設置している。9～10月の山羊の出産シーズンに

は，親子が農場にやってきて，子山羊に名前を付

けたりする。

ウォルマートなどの量販店と異なって，ファー

ム・ダイレクト・マーケティングには，売り手と

客との間につながりがある。農場は，農家にとっ

ては家であると同時に，訪問者のために開かれた

フィールドでもある。このような考え方によっ

て，客がリピーターになる。彼らは，新鮮（fresh），

より良い品質（more quality），そして農家とのつ

ながり（relation）を求めてくる。例えば，客は農

場の山羊の名前を覚えるようになり，農家は客の

飼い犬の名前を覚えるようになったりする。

果実や野菜の販売には季節性があるし，家族経

営の農場では日曜に閉店することが多い。多品目

を販売するファームストアは，通年で営業してお

り，自家製の農産物だけでなく，普通のスーパー

で売られるような製品も売っている。ファームス

トアは農村に立地しており，客はそこへ行くこと

自体が楽しいと考えている。最近では，かなり人

気のあるファームストアや農家レストランが出て

きた。また，天然のチーズを製造・販売する酪農

場では，搾乳や加工の現場まで客に見せている。

多くは家族経営であり，夫が生産をして，妻が顧

客に対応したりしている。複数の動物を客に見せ

ている酪農場もある。

ファーム・ダイレクト・マーケティングの商品

は，新鮮で質の良い農産物が多いが，価格は様々

である。例えば，アボッツフォードでファームス

トアを経営するある農場では，野菜類をスーパー

マーケットよりも約15％安く販売している。ま

た，ある農場レストランでは，「地元産でヘルシー

な食材」を売りにしており，値段はファースト

フードの2倍以上であり，量も多くないが，高齢

者や女性のグループ客などで賑わっている。

経営面の大きな問題は，農地価格の上昇であ

る。例えばアボッツフォードの場合，0.4haあた

りの農地の価格は約100,000ドルとなり，借地で

も0.4haあたり1年で500～800ドルとなった。農

家にとって，アボッツフォードの土地を買うこと

が難しくなった。裕福なビジネスマンたちが，住

居やホビーファームのために土地と農場を購入し

ている。彼らは乗馬はするが，生産はしない。地

目を農地にして税金を安くしたいという地主から

借地をする農場も多くなった。今後，都市住民と

の競合によって，農業用水代も高くなると予想さ

れる。さらに近年の気候変動など，経済的な意味

ばかりでなく，環境的な意味でも農業の持続性を

考えていく必要がある。

４．行政の補助

人々は，耕地や畜舎を訪れたり，搾乳ロボット

を見たりすることを，面白いと思うようになって

きた。行政は，そのようなファーム・ダイレクト・

マーケティングの動きをサポートするように求め

られている。

地方行政は，地元の農産物の競争力を高めるよ

うに継続的に努力しているが，ファーム・ダイレ

クト・マーケティングへの直接的な支援はしてい

ない。また，農地以外の土地利用が規制される

「農業ゾーン」が設定されているが，地方行政が

その範囲を変えることはできない。農業ゾーンは

これ以上広がることはないので，農場は自ら新し

いビジネスに投資しなければならない。しかし農

場は，農業ゾーンの中であれば，どのようなビジ

ネスも可能である。例えば，観光農場や施設園芸

などがある。地方行政は，農業ゾーンの中で起業

する宿泊施設やレストランの許可を出すことで，
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農業の観光化を間接的に支援することは可能であ

る。

州農務省は，若者向けの就農支援事業を企画し

てきた。例えば，新規就農スタートアップガイド

（British Columbia Ministry of Agriculture, 2011）

では，小規模な農場の経営方法や有機栽培の技術

ばかりでなく，ユーピックやメールオーダーな

どによる直接販売の方法，地元のレストランや

ファームストアへ卸す方法，ウェブページの使い

方，保険（一般的な保険と農産物に対する保険）

なども解説されている。さらに成功する農家の心

がまえとして，情熱（passion），市場調査（mar-

keting），創意工夫と順応性（ingenuity, creativity 

and adaptability），忍耐力（perseverance），教育

とネットワークづくりの継続（continuing educa-

tion and networking）なども解説されている。

同様に，農業起業ガイド（British Columbia 

Ministry of Agriculture, 2013）では，起業する農

家の心構えとして，有名な起業家の言葉を引用し

たり，短い事例を掲載することにより，成長とリ

スクマネージメントの関係を解説している。例え

ば，「あなたの10歳の子供やあなたの孫は，あな

たよりも現在のテクノロジーに通じている」と

か，「他と違うことをしろ」，「すぐに動け」，「失

敗から学べ」などがある。

Ⅲ　ファーム・ダイレクト・マーケティングの諸

類型と分布

１．類型化

ファーム・ダイレクト・マーケティングの経営

は多様である。農場内で果実や野菜を販売するだ

けでなく，加工品の製造，ベリー類を始めとす

る果実のユーピック，モミのユーカット（U-cut，

クリスマスツリーの倒木と持ち帰り），ファーム

ストア，ビストロや農家レストラン，ワイナリー

などもある。これらの複合経営までも含めると，

ファーム・ダイレクト・マーケティングの経営は

さらに多様になる。

従来の研究では，作物の面積や種類，労働力な

どの指標に基づいて，農業を類型化してきたが，

ファーム・ダイレクト・マーケティングは，す

べての農場を網羅するものではなく，農業セン

サスなどの統計の使用が難しい。そのため本研

究では，主な商品とその組み合わせに注目して，

ファーム・ダイレクト・マーケティングの類型化

を試みる。

ここで使用する資料は，農場と商品が網羅的に

掲載されているファーム・ダイレクト・マーケ

ティング協会のパンフレットとする。この協会に

加盟する農場は2015年時点で85戸である。まず，

主な商品とそれらを販売する農場の延べ数を挙げ

ると以下のようになる。

販売する果実とその加工品からみた農場数は，

ベリー類（ブルーベリー，ブラックベリー，いち

ご，ラズベリー，エルダーベリー）27，りんご 4，

なし 1，もも 1，さくらんぼ 1，フルーツワイン 3，

自家製ジャム 1 である。果実以外の畑作物では，

野菜類 25（かぼちゃを含む），花卉・苗・植木 6，

未成熟とうもろこし 3，ハーブ 2，野菜の施設園

芸 1である。

畜産関係では，複数の肉類 5，鶏肉 4，牛肉 3，

養蜂 3，山羊の乳製品 2，七面鳥 2，鶏卵 2，牛

乳のチーズ 2，蜂蜜ワイン 1，アイスクリーム 1，

酪農の見学ツアー 1，アヒル 1，ガチョウ 1，豚 1，

アルパカ 1である。

体験型の農場では，果実のユーピック 32，野

菜類のユーピック 11（未成熟とうもろこしと苗

を含む），ふれあい農場 7，ユーカット 2，コーン

迷路やヘイライド（荷馬車のツアー）などの娯楽

農場 2，ユーグロー（U-grow，貸農園）1，ユー

キャッチ（U-catch，釣り堀）1，結婚式などのイ

ベント農場 1，有機栽培の教育農場1がある。こ
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れらの農場の多くは，果実，野菜類，畜産との複

合経営である。

ファームストアは16である。そのうち4戸は，

ビストロも備えている。ファーム・ダイレクト・

マーケティングの農場は，すべてが売店を備えて

いるが，ここで取り上げるファームストアーと

は，敷地内に大型の販売施設と駐車場を整備し

て，従業員を雇って，通年で多品目を販売する経

営とする。自家製の農産物だけでなく，近隣の農

場などから仕入れた農産物も販売している。以上

に相当しない商品を扱う農場として，製粉 1，毛

織物などの工芸品 1がある。

このように，ファーム・ダイレクト・マーケ

ティングの商品は多様であるが，その基本類型

は，果実，野菜類（花卉や苗を含む），畜産，

ファームストアに分けられる。農場外に複数の小

売店を経営する2つの農場や，売店を併設する酪

農の見学ツアー農場も，ファームストアの組み合

わせに含めることにする。また，これらの基本4

型に含むことができない農場（貸農園，釣り堀，

娯楽農場，イベント農場，ユーカット，製粉など）

はその他とする。

２．ローワーメインランド全体の分布

図2に，上記の類型に基づいて，ローワーメ

インランド地域におけるファーム・ダイレク

ト・マーケティングを実施する農場の分布を示

す。市・地区ごとに農場数を挙げると，アボッツ

フォード 28（他に売店 2），ラングレイ 13，チリ

ワック 12（他に売店 10），サレー 11，アールダー

グローブ 5，デルタ 4，メイプルリッジ 4，ミッ

ション 3，ピットミドーズ 2，アガシーズ 1（他

に売店 1），バーナビー 1，ツワッセン 1となる。

バンクーバーと隣接する都市には，ファーム・

ダイレクト・マーケティングは分布しない。具

体的には，バンクーバーのほか，国際空港が

あって中国人移民も多いリッチモンド（City of 

Richmond），高級ベッドタウンのノースバンクー

バー（District of North Vancouver），フィヨルド

のバラード入江の奥にあるコキットラム（City of 

Coquitlam）などである。

ここで，これらの農場が分布するローワーメイ

ンランド地域全体の農業の特徴を概観する。資料

は農務省の「BC Berry Industry Overview」，「BC 

Dairy Industry Overview」，「An Overview of the 

BC Field Vegetable Industry」，「An Overview of 

the BC Greenhouse」であり，2001年の統計を分

析した結果である。

ローワーメインランド地域の主な農産物は，ベ

リー類，野菜類，酪農製品である。特にベリー類

は，州の生産量のうち95％がフレーザーバレー

地域に集中する。主な品目は，ブルーベリー，ク

ランベリー，ラズベリー，いちごである。中でも

ブルーベリーの生産量は1万8千 t/年で，カナダ

全体の約95％に達し，そのうち50％が加工用で

ある。ラズベリーは，州の生産量の98％がアボッ

ツフォードとその周辺に集中する。

州の牛乳の飼育頭数は，ローワーメインランド

地域に70％が集中する。その他は，北オカナガ

ン，東クートニー，バルキーバレー，南東バン

クーバー島などで酪農が行われている。農家あた

り飼育頭数は州全体が100であり，ローワーメイ

ンランド地域では130頭である。園芸農業では，

露地野菜の生産量の75％，施設園芸の生産量の

95％が，ローワーメインランド地域とバンクー

バー島に集中する。

以下，バンクーバーから近い地域から順に，

ファーム・ダイレクト・マーケティングの類型と，

農業の特徴を説明する。最も多くの農場が分布す

るアボッツフォードについては，経営類型だけな

く，宣伝方法や営業時期まで詳述する。
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３．バンクーバー外縁地域

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農場

が分布するのは，デルタ（District of Delta），バー

ナビー（City of Burnaby），ツワッセン（デルタ

内の地区）である。農場の類型は，果実，野菜類，

畜産，果実・野菜類，果実・ファームストア，野

菜類・ファームストアであり，すべて1戸ずつで

ある。デルタでは，フレーザー川河口の三角州で

あるウェスザム島に4戸が集中する。

果実の類型では，ラズベリー，ブルーベリー，

ブラックベリー，テイベリー（tayberry），いちご，

およびベリーのアイスクリームを，6月下旬から

10月末まで販売する。野菜類は，じゃがいも・

きゃべつ・かぶなどの定番の野菜のほか，カラー

にんじんやエアルームトマトなどを販売する。畜

産では，牧草地で育てた七面鳥と鶏，鶏卵，豚肉

などを販売する。果実・野菜類では，いちご，ハー

ブ，花卉が商品であり，果実・ファームストアー

では，ベリー類とそれを醸造したフルーツワイン

を販売する。これらの農場のうち果実を含む類型

は，すべてがユーピックに対応している。南部が

アメリカ合衆国に含まれるツワッセン半島には，

野菜類・ファームストアーの類型があり，これは

有機栽培の指導・見本・販売農場である。

ここで2011年農業センサスにより，デルタの

農業を概観する。デルタは，バンクーバーから

直線距離で20～30kmに位置する。農場数は202

戸で，うち28ha以下の小規模な農場が68％を占

める（表1）。農場あたりの耕地は27.8haであり，

所有地は30.1haである（表中で農場数は最も少な

く，農場あたりの耕地・所有地は最も広い）。耕

地面積は5,611haであり，栽培面積が1,000haを

超えるのは，牧草とばれいしょである。100haを

超えるのは，ブルーベリー，いんげん，大麦，と

うもろこし，クランベリーである。施設野菜の栽

培面積も114haに達する。

４．サレー

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農場

が分布するのは，中心市街地から東部にかけて

で，トランス・カナダ・ハイウエーと国道99号

の間の地域である。類型ごとの農場数を挙げる

と，野菜類 4，果実・野菜類 3，畜産 2，野菜類・

畜産 1，野菜類・ファームストア 1である。

野菜類の類型では，ガーデニング用の苗が2戸

（うち1戸は施設園芸），有機栽培のハーブが1戸，

約40種の野菜が1戸である。果実・野菜類の類型

では，野菜類以外に，ラズベリー，ブルーベリー，

ブラックベリー，いちごなどを販売し，うち1戸

は自家製ジャム，ベリーのゼリー，シロップなど

も販売する。

畜産の類型は，それぞれ牛肉と養蜂の農場であ

り，後者はビストロも備えている。野菜類・畜産

の類型は，牛肉とかぼちゃ・とうもろこしなどを

販売する。野菜類・ファームストアの類型は，自

家製のガーデニング用の苗を販売するほか，外か

ら仕入れた農産物をファームストアで販売する。

これらの農場の中で，野菜類を生産する3戸と，

果実を生産する1戸がユーピックに対応してい

る。通年で営業しているのは，ファームストアと

畜産のほか，ハーブと自家製ジャムを販売する農

場である。

これらの農場が分布するサレー（City of Surrey） 

は，バンクーバーから直線距離で約20～50kmに

位置する。労働者が多い市として知られてきた

が，近年では農村部で，高級住宅街，邸宅，乗馬

農場など，高収入の住民による利用が増えてき

た。農場数は490戸であり，そのうち28ha以下の

小規模な農場が90％を占める。農場あたりの所

有地は11.1haであり，耕地は9.3haである。耕地

面積は4,541haであり，栽培面積が1,000haを超

えるのは，牧草とブルーベリーである。100haを

超えるのは，とうもろこし，にんじん，スクワッ
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表1　フレーザーバレーにおける農家と農地（2011年）

デルタ サレー ラングレイ チリワック

センサス統計区の番号 590215011 590215004 590215001 590209052 590209036

310.8 504.7 499.5 594.1 1633.3

202 490 1,360 1,282 939

138 441 1,254 1,111 766

耕地 5,611 4,541 6,868 14,438 13,300

人工草地 320 284 1,185 980 1,211

天然草地 153 352 2,749 4,307 10,396

林地と湿地 - 252 1,532 873 1,063

冬小麦 - - - - 456

えん麦 94 - 0 - 111

大麦 350 - - - 25

297 708 304 2,483 3,450

ライ麦 - 0 8 - 135

アルファルファ 59 16 547 653 1,025

その他の牧草・飼料作物 1,224 1,249 3,489 4,813 5,269

ばれいしょ 1,531 394 7 48 7

りんご - 4 19 21 8

ぶどう - 11 23 30 12

いちご 52 7 64 40 26

ラズベリー 6 13 156 1,312 100

クランベリー 256 - 220 111 -

ブルーベリー 581 1,125 757 2,594 290

その他の果樹 - 13 48 52 155

スイートコーン 48 13 28 336 462

きゅうり - 4 3 35 2

えんどう 133 - 1 49 69

いんげん 460 1 9 134 87

白菜 40 48 1 - -

ブロッコリー - - - 155 110

芽キャベツ 0 - 0 246 -

にんじん 19 146 1 12 1

かぶ 47 38 3 8 1

レタス 15 106 4 1 1

かぼちゃ 50 91 22 47 -

スクワッシュ・ズッキーニ 15 144 8 74 7

施設花卉 2.8 33.0 42.5 12.8 38.4

施設野菜 113.6 14.1 44.4 73.5 1.9

販売用クリスマスツリー - 15 137 49 64

肉牛 101 190 1,003 837 1,589

乳牛 1,646 1,997 2,332 13,886 19,349

羊 205 613 2,599 1,279 2,492

豚 0 55 1,420 51,530 23,368

馬（ポニーを含む） 595 550 3,699 1,018 899

山羊 12 233 1,001 399 907

- 1,291 2,238 8,353 3,447

384 3,788 796 2,925 1,946

ha・頭

アボッツ
フォード

センサス統計区の面積	 (km2)

農家数	 (戸)

28ha以下の農家数	 (戸）

とうもろこし	 (加工・飼料)

鶏（肉・卵,	 1000羽)

養蜂	 (群)

 （農業センサスにより作成）
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シュ，レタスである。畜産では養蜂が多い。

５．ラングレイ，アールダーグローブ

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農

場が分布するのは，中心市街地から東部のトラ

ンス・カナダ・ハイウエー付近，およびアボッ

ツフォードとの境界付近である。類型ごとの農

場数を挙げると，野菜類 7，畜産 4，果実 3，果

実・野菜類 1，果実・ファームストア 1，野菜類・

ファームストア 1，その他 1である。以下，これ

らの類型ごとに特徴を述べる。

野菜類の類型では，多品目の根菜・果菜・葉菜

を販売する農場が3戸，花卉が2戸，ガーデニン

グ用の苗が2戸である。そのうち2戸が野菜類の

ユーピックに対応しており，1戸が学校や教会，

バースデーパーティーなどの団体客にも対応して

いる。

畜産の類型では，七面鳥とビストロ，山羊の酪

農，アルパカとその毛織物，肉類（牛肉・コーニッ

シュ鶏・アヒル・七面鳥）などが商品である。

果実の類型では，ベリー類（ラズベリー，ブ

ルーベリー，いちご），さくらんぼ（パイやジャ

ム用の酸味のあるモントモレンシー・チェリー）

のほか，りんご（60品種）となし（10品種）な

どが商品であり，2戸がユーピックにも対応して

いる。

1戸だけの類型をみると，果実・野菜類の農場

は，りんご（品種はグラーベンスタイン，オレン

コ，マコウン，ノーザンスパイ，ブラームレイな

ど）と豆類，カブ，ブロッコリー，カリフラワー，

人参，スイートコーン，かぼちゃ，スカッシュ，

ひょうたん，ズッキーニなどを販売する。

果実・ファームストアは，ベリー類（ラズベ

リー，ブルーベリー，ブラックベリー，いちご）

を販売し，これらの果実からフルーツワインを醸

造するワイナリーも経営している。

野菜類・ファームストアは，フレーザー国道沿

いに店舗と農場があり，多品目の農産物をスー

パーマーケットのように販売している。その他の

類型には，貸農園があり，その事務所は通年で営

業している。

これのほとんどの農場が季節営業であるが，畜

産とファームストアの農場は通年で営業してい

る。宣伝では，「5世代つづく家族」や「60年の

歴史」など，農場が地元で長年続いてきたことも

重視される。

これらの農場が立地するラングレイ（The 

Township of Langley）は，バンクーバーから直線

距離で約40～60kmに位置する。その中心市街地

はバンクーバーへ向かう通勤用の市バスの終点で

ある。アールダーグローブはラングレイ内の1地

区であり，アボッツフォードに隣接する。農場数

は1,360戸であり，そのうち28ha以下の小規模な

農場が92％を占める（表1）。農場あたりの所有

地は9.1haであり，耕地は5.1haである（表中で

農場数は最も多く，農場あたり耕地・所有地は最

も狭い）。耕地面積は6,868haであり，栽培面積

が1,000haを超えるのは牧草だけである。100ha

を超えるのは，ブルーベリー，アルファルファ，

とうもろこし，クランベリー，ラズベリーである。

施設園芸（花卉と野菜）も盛んで，87haの面積

がある。畜産では，馬，羊，山羊が多い。町域の

南部では，ローワーメインランド地域で最も乾燥

する気候を利用して，複数のワイナリーが加工用

ブドウを栽培している。

６．アボッツフォード

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農場

が分布するのは，アメリカ合衆国との国境付近，

トランス・カナダ・ハイウエー（国道1号）沿い，

および中心市街地の北部である。商品ごとの農場

数を挙げると，果実 8，畜産 5，果実・野菜類 3，
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畜産・ファームストア 3，野菜類 2，果実・ファー

ムストア 2，野菜類・ファームストア 2，果実・

畜産 1，果実・野菜類・ファームストア 1，野菜

類・畜産・ファームストア 1である。以下，これ

らの類型ごとに特徴を述べる。

果実の類型では，すべてがブルーベリーを販

売する。農場によっては，ラズベリー，ブラッ

クベリー，いちごなども販売する。そのうち6戸

がユーピックにも対応しており，1戸がブルーベ

リーパイとジャムなどの加工品も販売する。開店

の時期は，7月が5戸，6月が2戸，メールか電話

による問い合わせが1戸である。閉店の時期は，

9月が3戸，8月が2戸，7・10月が1戸ずつ，問

い合わせが1戸である。営業日は，毎日または日

曜休日が多く，営業時間は，8～18時または10～

18時が多い。フローズンベリーであれば，問い

合わせにより年中販売するという農場もある。イ

ンターネットによる宣伝方法は，ウェブページと

フェイスブックの両方を持つ農場が3戸，フェイ

スブックのみが2戸，ウェブページのみが1戸，

両方なしが2戸である。宣伝文句は，100％有機

栽培であること，無農薬栽培であること，美味し

いこと，特別に新鮮であること，家族経営である

こと，自家製（home made）であることなどで

ある。

畜産の類型では，鶏肉を販売する農場が2戸，

山羊の乳製品（ミルク，チーズ，ヨーグルトなど）

が1戸，牛肉・鶏肉・豚肉・卵といった多品目が

1戸，蜂蜜とハニーワインが1戸である。営業の

時期は，通年が3戸，2月～12月が1戸，予約制

が1戸である。営業日は，月～日曜が3戸，火～

日曜が1戸，予約制が1戸である。インターネッ

トによる宣伝については，ウェブページとフェイ

スブックの両方を持つ農場が3戸，フェイスブッ

クのみが2戸，ウェブページのみが1戸，両方な

しが2戸である。宣伝文句は，仔牛から成牛まで

牧草だけで育てていること（lifetime grass-fed），

有機質の飼料を与えていること（fed certified 

organic feed），大豆を使用していないこと（soy-

free），牧草地で育てた鶏であること，味の違い

（taste the difference），本当に健康的であること

（truly healthy），地元の自然の花から取れること

などである。ウェブページの中には，農場主夫婦

が笑顔で並んでいる写真もある。

果実・野菜類の類型では，りんご・ベリー類・

かぼちゃ・ルバーブ・とうもろこしが1戸，かぼ

ちゃ・園芸野菜（artisan vegetable：エアルーム

トマトやミニきゅうりなど）・りんごが1戸，有

機野菜とラズベリーが1戸である。そのうち2戸

が果実のユーピックに，1戸が野菜類のユーピッ

クにも対応している。また，2戸がヘイライド，

ペッティングバーン（ふれあい畜舎），ポニーラ

イドなども提供している。営業時期は夏季から年

末（7～12月，8～11月）であり，営業日は月～

土曜または毎日，あるいは予約制である。

畜産・ファームストアの類型では，酪農が2戸，

鶏肉が1戸である。うち1戸は酪農の見学ツアー

である。客は見学料を払って，インストラクター

の説明に従って，映像を見たり，パネルによる説

明を受けたり，機械による給餌や，ロボットによ

る搾乳を見学したりする。牛舎の横には，豚・山

羊・鶏などの動物舎と説明パネルがある。もう1

戸の酪農場は，自家製のアイスクリームを販売す

るほか，地元の野菜や果実を販売する売店も備え

ている。子供の誕生パーティーなどのイベントに

も対応している。その畜舎は訪問者に解放されて

おり，ガラス窓越しに乳牛を見学できる。もう1

戸は，鶏肉のオードブルをはじめ，地元（local）

を売りにしたベリーや野菜類を販売している。そ

の店舗の裏には近代的で清潔なウインドレス鶏舎

が2棟ある。

野菜類の類型では，かぼちゃ類，芽キャベツ，
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トマト類，ナス類，馬鈴薯，ルバーブなどの多品

目の自家製野菜を販売する。農場内の売店では，

季節によっては，地元産のベリー類やりんごなど

も販売している。

果実・ファームストアの類型では，ベリー類の

ユーピックや，フルーツワインの醸造，ふれあい

農場，音楽ライブなどのイベントも行われてい

る。果実の類型と異なり，ファームストアの販売

が主であり，作物の栽培面積は店舗の周辺だけで

あり，小規模であることが多い。ユーピックは計

り売りであるため，圃場によっては「ここで食べ

るな（don't feed berry）」という注意がある。

野菜類・ファームストアの類型も，自家製の農

産物の販売は少ない。地元産の農産物ばかりでな

く，アメリカ合衆国などから仕入れた柑橘類など

の農産物も販売することで，通年で営業してい

る。

1戸だけの類型をみると，果実・畜産の類型は，

豚肉とベリー類を販売する農場である。豚肉は通

年で販売しているが，日曜は定休日となる。果

実・野菜類・ファームストアの類型は，苗類や鉢

物とベリー類を通年で販売している。その売店は

「ファームマーケット」という名前で，アボッツ

フォードにある本店のほか，隣接するチリワック

で2店の支店を経営する。野菜類・畜産・ファー

ムストアの類型は，肉牛の農場が1980年代にと

うもろこしを販売するようになったのが，ファー

ム・ダイレクト・マーケティングの起源である。

農村部にある大型の販売施設では，昼食を提供す

るビストロも備えられており，平日も客で賑わっ

ている。

これらの農場が立地するアボッツフォード

（City of Abbotsford）は，バンクーバーの中心か

ら直線距離で約50～80kmに位置する。アメリカ

合衆国へ向かう鉄道・道路の結節点であり，米松

などの輸出拠点でもある。19世紀後半の大陸横

断鉄道の建設時より，中国系やインド系（主に

北部のパンジャブ地方）の移民があった。上記

のファーム・ダイレクト・マーケティングの農

場の中にも，中国系やインド系の経営者がいる。

市役所がある地点の標高は38mであり，広い沖

積平野にはアボッツフォード国際空港も作られ

た。降水量は1,393mm/年であり，累積降雪量は

1,271mm/年である（1986～2015年の平均，アメ

リカ国立気象局による）。

2011年農業センサスによると，アボッツフォー

ド全体の農場数は1,282戸であり，そのうち28ha

以下の小規模な農場が87％を占める（表1）。農

場あたりの所有地は16.1haであり，耕地は11.3ha

である。州の平均がそれぞれ77.2haと75.0haで

あるので，小規模な農場が多いことがわかる。耕

地面積は14,438haに達し，なかでも栽培面積で

1,000haを超えるのが，牧草，ブルーベリー，と

うもろこし（加工用と飼料用），ラズベリーであ

る。100haを超えるのは，アルファルファ，スイー

トコーン（未成熟とうもろこし），芽キャベツ，

ブロッコリー，いんげん，クランベリーである。

施設野菜の面積も74haに達する。畜産では，乳

牛，豚，鶏の飼育頭数が多く，養蜂も盛んである。

７．チリワック

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農場

が分布するのは，中心市街地から西部とトラン

ス・カナダ・ハイウエーの周辺である。類型ごと

の農場数を挙げると，畜産 2，野菜類・ストアー 

2，果実 1，野菜類 1，果実・野菜類 1，果実・野

菜類・ファームストア 1，その他 4である。

畜産の類型は，鶏肉と蜂蜜を販売する農場であ

る。鶏肉の農場は通年営業であり，日曜には閉店

する。蜂蜜の農場は，4月～9月まで毎日営業し

ている。

野菜類・ファームストアの類型は，多品目の野
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菜を栽培しながらファームストアを経営する農場

と，スイートコーンの販売所を展開する農場であ

る。どちらの農場もユーピックに対応している。

スイートコーンの売りは，遺伝子組み換えでな

い（non-GMO corn）ことであり，販売所は，チ

リワックに9箇所（本場を含む），アボッツフォー

ドに2箇所，アガシーズに1箇所ある。

1戸だけの類型をみると，果実の類型はニワト

コの実（elderberry）を販売し，野菜類は，施設

で栽培した花卉とガーデニング用の苗を販売す

る。

果実・野菜類の類型は，トマト，きゅうり，と

うがらし，ハーブ，ズッキーニ，スクワッシュ，

たまねぎ，いちご，りんご，ジャムとパイなどを

販売する。野菜類の収穫が最盛期となる5～8月

は，日曜を除いた毎日，9～18時まで営業してい

る。これらの加工品は通年で販売しているが，最

盛期よりも営業時間は1時間短くなる。

その他の類型には，石臼製粉の有機穀物農場，

結婚式やパーティーを売り物にするイベント農

場，とうもろこし畑の迷路（corn maze）を売り

物にした農場，およびクリスマスツリーのユー

カットである。製粉の農場では，大麦，ライ麦，

燕麦，エンマー小麦，在来小麦（red fife），そば，

とうもろこし，キビ，玄米，黒豆，赤レンズ豆

（red split lentil）など多品目を販売する。

これらの農場が立地するチリワック（City of 

Chilliwack）は，バンクーバーから直線距離で約

80～100kmに位置する。フレーザー川下流の沖

積平野が始まる地点であり，カルタス湖州立公

園やブライダル滝などの観光地の入り口でもあ

る。チリワックとは，ストーロウ族（Sto:lo）の

言葉で「この上流より船棹が必要」という意味で

あり，市内には複数のファーストネーション居

住区が分布する。農場数は939戸であり，そのう

ち28ha以下の小規模な農場が82％を占める。農

場あたりの所有地は27.7haであり，耕地は14.2ha

である（表中で農場数は2番目に少なく，農場あ

たり耕地・所有地は2番目に広い）。耕地面積は

13,300haであり，天然の草地も1万haを超える。

栽培面積が1,000haを超えるのは，牧草，とうも

ろこし，アルファルファである。100haを超える

のは，冬小麦，スイートコーン，ブルーベリー，

ライ麦，燕麦，ブロッコリー，ラズベリーである。

畜産では，乳牛，羊，豚が多い。

８．フレーザー川右岸

フレーザー川右岸では，バンクーバーからおよ

そ30～100kmの範囲で，ファーム・ダイレクト・

マーケティングの農場が点在する。類型ごとの農

場数を挙げると，野菜類 3，畜産 3，果実 1，そ

の他 3である。野菜類の類型は，ユーピックも可

能な多品目の野菜類，ガーデニング用の苗，無農

薬・非遺伝子組み換え種子（non-GMO seeds）の

野菜類である。畜産の類型は，チーズ，チーズと

ビストロ，牛肉を中心とする複数の肉類の販売で

ある。果実はりんごとももであり，ユーピックも

可能である。その他の類型は，とうもろこし畑の

迷路，鱒のユーキャッチ，クリスマスツリーの

ユーカットである。ユーキャッチは，釣りの免許

が必要ないことも売りである。

これらの農場は，ピットミドーズ（City of 

Pitt Meadows），メープルリッジ（City of Maple 

Ridge），ミッション（District of Mission），アガ

シーズ（District of Kentの地区）など，複数の行

政区に分散する。山岳地帯や氷河湖を含んでお

り，左岸と比べて平地は狭い。

Ⅳ　ファーム・ダイレクト・マーケティングの農

場の事例
ファーム・ダイレクト・マーケティングの多

くの類型の中で，ここでは重要と思われる4つの
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経営を取り上げる。そのうち1戸（ブルーベリー

農場）は，上記の協会には加盟していないが，

フィールドワークで知ることができたファーム・

ダイレクト・マーケティングの典型例とすること

ができる。

１．果実・野菜農場

１）概要

農場の面積は12haであり，そのうち4haが借

地である。主な作物は，りんご（3.2ha），かぼ

ちゃ（2.8ha），ルバーブ（2.4ha），とうもろこ

し（1.2ha），ラズベリー（1.6ha），ブルーベリー

（0.4ha），ブラックベリー（0.4ha）である（図3）。

農場の敷地は生垣に囲まれており，これらの作物

以外に，ピクニックエリア，山羊や鶏との触れ合

い動物園，畜舎，倉庫，駐車場などが作られてい

る。主屋のある一画にある直売所には，写真撮影

用のパンプキンワゴンも置かれている。

農業従事者は経営者の夫婦とその娘である。家

族労働力のほかに，常勤の農作業者を4人雇用し

ている。彼らは，手作業による摘花をはじめ，春

から秋にかけて，畑仕事全般に従事する。さらに

夏から初秋にかけては，ベリー類の収穫のため

に，パートタイムの農作業者を15～20人雇用し

ている。この農場では，ベリー類の収穫に機械は

使わないためである。経営者の娘は，ブリティッ

シュコロンビア大学を卒業したばかりで，ドロー

ンを使った除草を研究している。

２）りんご

りんごの品種は22種類を数える。主な品種は

ハニークリスプである。その果肉はジューシーで

甘く，スイカのように噛みやすい。この品種は価

格が高く，一箱あたり49ドルで販売できる。こ

の農場では，この地域でいち早くハニークリスプ

を導入した。それ以前，1990年代の主品種はジョ

ナゴールドであった。当時は日本のフジの人気も

高かった。エルスターという品種は食味が良い

が，見た目が悪いので，スーパーマーケットでは

販売されていない。その他に，グラーベンスタイ

ン，ノーザンスパイ，バスコープ，コックスオレ

ンジなどの古い品種も植えている。これらはドイ

ツ，イギリス，オランダなどを起源とする古い品

種で，懐かしさを感じさせるので，年配の客に人

気がある。

りんごの収穫期は，9月1日から11月10日まで

である。ユーピックでは，成熟前の9月にハニー

図3　果樹・野菜農場の農地と施設の配置図（2015年）
 （現地調査とGoogle Earthを基に作成）
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クリスプを摘んでしまう客もいた。そのため，収

穫時期でない品種の樹園にはロープで柵を作るよ

うにした。11月中旬以降は，冷蔵庫で保管して，

農場の庭先で販売する。秋には週に2回，アップ

ルパイを焼いて，農場内で販売している。

赤くならなかったり，茶色がかったりんごは，

ジュースに加工する。この農場のジュースは果肉

も入っており，透明なジュースよりも健康に良い

ことを売りにしている。りんごジュースはこの農

場のシグネーチャープロダクト（特徴的な商品）

であり，この農場とオカナガンバレーのデヴィッ

ト・ヴィンヤードの2カ所でしか販売していない。

スラッシングマシーン（ジュースをカップに入れ

る機械）も2台準備した。

りんごジュースの価格は1ガロン（約3.8L）あ

たり8ドルであり，アップルパイは1個8ドルで

ある。りんごジュースを市場で販売すると，1ポ

ンドあたり数セントの売り上げにしかならず，輸

送費や肥料費などを差し引くと赤字になる。しか

し，自家製のりんごジュースは，ワシントン州産

のりんごジュースとも，中国産とも競合しない。

３）野菜類とベリー

かぼちゃの品種としては50種類を栽培してい

る。庭先販売だけでなく，スーパーマーケット

にも卸している。ハロウィン用のかぼちゃは約

80kgの重さがあり，1つ35ドルで販売する。妻

が庭先で育てている競技用のかぼちゃ（アトラン

ティック・ジャイアント）は350kgを超える。同

じ圃場のジャイアント・スクアッシュも妻が栽培

している。これらは販売用ではなく，客が記念写

真をとるための作物である。かぼちゃの収穫期の

10月には，1,000人以上の客が訪れて，フェイス

ブックなどで写真を紹介する。すると，それを見

た友人が農場に来るので，良い宣伝になる。

とうもろこしは庭先で販売される。種類は，9

月から10月にかけて収穫する晩生のスイート

コーンである。この地域では5・6月に雨が多く

なるので，早生のとうもろこしは，価格は高いが，

生育は不良になりやすい。とうもろこしは，花粉

がつくこと，虫が出ること，葉が鋭いことから，

ユーピック向けではない。しかし客が希望するの

で，2005年からとうもろこしのユーピックも始

めた。価格はスイートコーンが6本で3～6ドル

であり，インディアンコーンは1本1.5ドルであ

る。市場に出荷すると，12本で2ドルの価格なの

で，農場で販売した方が収入が多くなる。ユー

ピックのとうもろしは，畑を清掃する手間がかか

るので，大量に購入しても値引きはしない。飾り

用の茎付きとうもろこしも6本セットで販売して

いる。

ルバーブは加工用であり，15の品種を栽培し

ている。4月から収穫が始まり，主に工場へ出

荷している。最近はルバーブを栽培する農家が

増えてきたので，価格が安くなった。1エーカー

（0.4ha）あたり約30トンを収穫できるように栽培

している。ルバーブとかぼちゃは，とうもろこし

と輪作で栽培するのが良いが，果実があるので，

出来る面積は限られる。

ベリー類の収穫時期は，7月中旬から9月末ま

でである。2015年は気温が高いので，6月下旬か

ら収穫が始まる。同じ種類でも，複数の品種を少

しずつ栽培することで，収穫の期間を長くしてい

る。一つの品種で4週間ほど収穫できる。ブルー

ベリーは，国際的な競合力があり，高値で販売で

きるので，主に市場へ販売している。しかし近年

は生産量が多くなり，価格が低下してきた。ラズ

ベリーは，枝に棘がなくて，実が赤い。ブラック

ベリーは，枝に棘があって，実が黒い。ブラック

ベリーは，下草を生した草生栽培にして，実に埃

が付かないようにしている。また，枝の剪定を少

なくしたり，幹の下の方からも枝を生やして，樹

勢を保っている。草生栽培には，多くの水と肥料
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が必要である。ブラックベリーの灌漑は，地下水

を用いたドリップ灌漑である。井戸には1分あた

り400lを灌漑する能力がある。家畜の糞は他所で

処理しているため，地下水には有機物が混入して

おらず，きれいな灌漑水である。

４）販売

この農場では農産物の80％を，農場内の直売

所で販売している。りんご，かぼちゃ，とうもろ

こし，ラズベリー，ブラックベリーは，ユーピッ

クでも販売する。直売所は，7月から12月まで開

店する。7月の営業日は月～土曜までであり，営

業時間は9～17時30分である。9～10月は毎日営

業しているが，日曜は11時から開店する。11～

12月は火曜から土曜までの営業である。

個人客もバスツアーの客も，主にバンクーバー

からやってくる。中国人などの外国人観光客も多

くなった。バスツアーはリピーターを得るための

良い宣伝となる。カップルとプロのカメラマンが

来て，結婚式用の写真を撮影することもある。最

近では，農村の結婚式が流行っているが，この農

場では結婚式には対応していない。ピクニックエ

リアでは，秋に子供向けのヘイライドを提供し

ている。今後は，山羊の餌付けを見せるゴート

ウォークを整備する予定である。この見世物は，

アルバータ州の農場では以前から行われてきた。

宣伝は協会のパンフレットとウェブページであ

る。以前は新聞に広告を出していたが，現在の若

い人は新聞を読まず，費用も高いので，紙上での

宣伝は止めた。ウェブページを最初に作成した頃

は，制作と運営を業者に依頼していたが，現在で

は妻が管理している。2012年にはフェイスブッ

クとツイッターも始めた。赤ちゃん山羊，かぼ

ちゃ，子供のいる畑などの写真が母親にアピール

する。例えばりんごジュースができて，妻がフェ

イスブックで「ジュースが準備できたので，学校

帰りにどうぞ」などと書くと，常連の母親と子供

らが農場へ飲みに来たりする。

５）農場の沿革

経営者の両親が1960年にこの農場を購入した。

1950年代に作られたレッドバーン（赤い納屋）

が，この農場のシンボルである。当時は40頭を

搾乳する酪農農場であり，同時にアルバータ州で

とうもろこしも栽培していた。現在の経営者は，

1990年代始めに大学の地理学科を卒業してから

就農した。ハスカップ，さくらんぼ，プラム，ア

ジアの桃・梨・りんごなどの果実を試作し，りん

ごとベリー類の栽培に転換した。果実に転換した

のは，酪農では収益が上がらなかったことや，こ

の地域ではベリー類を栽培する農場が多く，り

んご栽培でも3～4戸の農場が成功していためで

あった。

1990年代中頃に近隣の学校から依頼があって，

かぼちゃの栽培を始めた。その後，かぼちゃの収

穫期である9月から10月にかけて，平日には学校

の児童の訪問を，週末には団体客のツアーを受け

入れるようになった。子供達が農場のテントやベ

ンチに座って，まるで公園のように見えたこと

が，ユーピックや触れ合い動物園を始める契機と

なった。ツアー客は，りんごも摘み取りたがった

ので，りんごのユーピックも始めた。

２．ブルーベリー農場

１）生産

農場の面積は12haである（図4）。西は隣のブ

ルーベリー農場に，東は住宅地に隣接する。西の

二戸隣には，農家レストランを経営する園芸農場

がある。ブルーベリーの圃場は，南北と東が林地

と草地に囲まれている。主屋からブルーベリーの

樹園まで続く小道は，大きなモミの木立に囲まれ

ており，小川も流れている。

ブルーベリーは，質を重視して栽培されてい

る。圃場は，有機質の供給と土壌浸食防止に効果
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がある草生栽培である。ブルーベリーの畝は東西

方向に作られ，畝の間隔も広い。隣の農場のよう

に，一般的なブルーベリー栽培では，列を南北方

向につくり，密植して生産性を高める。また，化

学肥料の効果を高めるために，下草を生やさない

清耕栽培である。

この農場では，7品種のブルーベリーを栽培し

ている。ノースアイランド，レカ，ビッグ・ブルー

ス，ドレーパー，ブリガッタ，エリオット，リベ

ルティーなどである。中でもブリガッタは，大粒

で，ジューシーで，甘く，香りも強いので，生食

用として人気がある。それは現在の経営者の父が

植えた品種である。スーパーマーケットなど，一

般の市場にはブルークロップとデュークが出回っ

ているが，この農場では栽培していない。

ブルーベリーの収穫は7月中旬から始まり，9

月末まで続く。2015年は春先に暑かったので，7

月初旬には収穫が始まった。収穫には，枝を叩い

で実を落とす形式のコンバインが使われる。収穫

されたブルーベリーは，敷地内の選果場で，硬さ，

大きさ，色，形，傷の有無などの基準により，コ

ンピュータで選別される。農業作業に従事するの

は，常勤の2人の男性である。夏休みには，近隣

の高校に通う10～20人の生徒が農作業を手伝い

に来る。彼らがサンドイッチなどの昼食を食べら

れるように，休憩所も整備した。

ブルーベリーは有機栽培であるが，有機栽培の

認証は受けていない。それは隣の農場が有機栽培

ではないためである。認証を受けるためには，慣

行栽培から400mの間隔を開ける必要がある。圃

場を囲んでいる林地には，経営者の父が猛禽類の

タカを付けるようにした。そのためプロパンガス

によるカラスよけを使う必要がなく，騒音による

近所迷惑もない。圃場を取り囲む草地には，野生

の花を植えてミツバチが大きな巣を作れるように

した。テントウムシによるアブラムシ駆除も導入

した。このような生態系を生かした栽培が，近い

将来の農業で大切になると経営者は考えている。

２）販売

主屋と繋がっている直売店は，ブティック

図4　 ブルーベリー農場の農地と施設の配置図
（2015年）

 （現地調査とGoogle Earthを基に作成）
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（boutique）と呼ばれる。主な商品は，生食用の

ブルーベリーである。大箱が30ドルで，小箱が

16ドルである。その箱は，冷凍庫でもブルーベ

リーが冷凍焼けしない特別製である。ブルーベ

リー入りのコーヒーは，大袋が15ドル，小袋が5

ドルである。ブルーベリーのアイスティーは，一

瓶9ドルである。その他にブルーベリーを入れた

ボンボンや，ブルーベリーパイなども販売してい

る。加工品や冷凍ブルーベリーの販売があるの

で，このブティックは通年で営業している。営業

日は月～土曜まで，営業時間は9～18時である。

この農場は，サークル・ファーム・ツアーには

加盟しているが，フレーザーバレー・ファーム・

ダイレクト・マーケティング協会には加盟してい

ない。サークル・ファーム・ツアーのパンフレッ

トやウェブページのほか，農場のウェブページ

やブログで，ブティックの商品を宣伝している。

宣伝文句は，環境に配慮した生産（フットプリ

ントを少なくして持続性を高める），清潔な選果

場，フードセーフ・プログラムによる安全の保証

などである。また，ウェブページでは，農場や製

品の紹介のほか，ドーナツマフィン，チーズケー

キバー，ブロンディー，スパークラーなどの創作

レシピが紹介されている。ブルーベリーの加工品

は，化粧品会社，ホテル，高級スーパーマーケッ

トでも販売している。

３）農場の沿革

経営者の父は，1970年代後半にオランダから

移住し，この農場を購入した。最初はいちごを栽

培したが，すべて枯れてしまった。隣接する農

場の助言により，ブルーベリー栽培に切り替え

た。彼は，オランダでは宝石・時計の職人であっ

た。50歳代で退職して，ゆっくりと生活するた

めにカナダへ移住したが，農業に没頭していっ

た。2010年代に亡くなったが，トラクターに乗

る時もスーツを着るような人だった。現在の経

営者も15歳からオランダの宝石学校で勉強した。

彼女は，現在でも宝石職人であり，農場の経営以

外に，自分のブランドでパールの宝飾品を販売し

ている。

現在の経営者は，選別の段階で25～30％のブ

ルーベリーが廃棄されるのを無駄だと思った。そ

こで生食用としては出荷できないブルーベリーを

利用して，1980年からアイスティーの加工を始

めた。その商品がホテル業界から賞を受けたこと

で，販路が拡大した。その後，友人からチョコ

レート製品の作り方を教えてもらい，ブルーベ

リー・ボンボンを製品化した。2001年に農場の

直売所も開設して，通年でブルーベリーと加工品

を売るようになった。

３．山羊の酪農場

１）生産・販売

農場の面積は8haである。そのうち5.6haは母

屋に隣接した牧草地で，残りはやや離れた場所に

ある。起伏の多い土地なので，天然の草地だけで

なく，谷沿いの薮や森の中でも山羊が放牧されて

いる。飼育している山羊は160頭であり，そのう

ち35頭で搾乳している。主な品種は，アルパイ

ン（ヨーロッパ種），ヌビアン（アフリカ種），ラ

マンチャ（スペイン種），ザーネン（ヨーロッパ

種）である。1週間の搾乳量は80～120ℓである。

最も乳を出す山羊でも，一日に2.7ℓ程度である。

山羊が自由に出入りできるように，畜舎の扉はい

つも開いている。牧草の不足分は，近隣の農場か

ら有機栽培の牧草を購入している。

家族経営の農場であり，農業従事者は両親と子

供達である。両親は山羊の乳を加工・販売する。

娘は農場の経営者であり，山羊を飼育している。

長男はチーズとヨーグルトを製造する。彼の妻と

弟もチーズ手伝っている。長男は両親と同居せ

ず，街で妻と子供達と暮らしている。

ファイル名：fig1_studyarea.pdf
印刷サイズ：両段（倍率は100％）

印刷サイズ：横向きにして両段（倍率は100％）
ファイル名：fig2_farmfresh.pdf

印刷サイズ：両段（倍率は100％）
ファイル名：fig3_fruit-vegi.png

印刷サイズ：両段
ファイル名：table1_census.pdf (table1_census.xls)
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山羊の乳は，農場の母屋に隣接する施設で，ミ

ルク，チーズ，ヨーグルトに加工される。ミルク

は，低温殺菌したホールミルク（無調整乳）であ

り，1ℓ，2ℓ，4ℓの容器に詰められる。複数の

品種をブレンドすることで，コクがあって，香り

の良いミルクを生産できる。ヨーグルトはプレー

ンとブルーベリーの風味で，650gのカップで販

売される。チーズは，主にゴーダ風とカプリ風に

加工される。

これらの製品は，農場内の直売所（図5）のほ

か，有機農産物を扱うバンクーバーの宅配業者，

地元の有機農産物の専門スーパーなどで販売され

る。宅配業者の場合，山羊の乳の1ℓの瓶は$6.69

で消費者に販売されている。農場内の直売店で

は，テイスティングができるほど多種類のチーズ

とヨーグルトを販売している。これらの加工品

も，複数の山羊の品種をブレンドして作られる。

繊細でクリーミーな舌触りを作るために，手作り

で無添加で，発酵時間を工夫している。

直売店では，乳製品の他に，山羊の乳から作っ

た石鹸，放し飼いの鶏の卵，ルイボスティー，天

然はちみつなども販売している。直売所の営業日

は，月～土曜であり，営業時間は9～18時までで

ある。7月中旬の土曜には，オープンハウスを開

いている。これは，子山羊と遊んだり，山羊の車

に乗ったり，サケが上ってくる川のことを学んだ

り，農場の家族と交流できる催しである。グルー

プの訪問であれば，農場ツアーや山羊の搾乳など

も提供している。

この農場は，サークル・ファーム・ツアーとフ

レーザーバレー・ファーム・ダイレクト・マー

ケティング協会のほか，農産物の有機認証機関

であるカナダ有機農産物協会（Canadian Organic 

Association）にも加入している。有機農産物の認

証には，時間と資金がかかり，規制も多い。定期

的な乳製品の品質試験にも，時間だけでなく，大

規模な酪農場と同じ金額がかかることが経営の問

題である。

２）農場の沿革

経営者の両親は，現在の農地を1987年に購入

して，山羊を飼い始めた。山羊の乳の販売価格は，

1ℓ当り約30セントと安かったので，乳製品を農

場内で加工して売ることにした。1993年にゴー

ツプライドデイリーというブランドを作り，地元

（ローワーメインランド）の健康志向の店で販売

するようになった。彼らの子供達は地元の4Hク

ラブ（農業青年クラブ）で農業を学び，酪農と加

工の経営に従事するようになった。1990年代後

半までは，近所に12戸の山羊の酪農場があった。

しかし，土地の価格が上昇したこともあり，他の

山羊の酪農場は離農してしまった。

彼らの長男は大学を卒業し，工品乳製品を作る

ための資格を取って，チーズメーカー（チーズ職

人）として2006年に農場に戻ってきた。2011年

には，彼の製品の高い品質と，フレーザーバレー

のアグリツーリズムへの貢献が評価されて，商工

図5　山羊の酪農場の直売所
　開かれた農場でチーズメーカーが出迎える .　
 （2015年6月仁平撮影）
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会議所からアグリビジネス部門優秀賞を受賞し

た。2013年には彼の妻もチーズ作りを始めるよ

うになった。2014年には，自分のブランドを立

ち上げて，チーズとヨーグルトを販売するように

なった。

チーズメーカーの長男は，いつか自分の農場を

所有して，羊や牛を育てたいと考えている。牛は

ダッチベルトという，現在では飼われなくなった

品種を育てたいと考えている。その牛の乳は，羊

の乳と似ているので，これまでの技術と経験で加

工できるためである。周囲の農場をみると，最近

は若い人が農場に戻る傾向にあり，経営の励みに

なっている。

４．ファームストア

このファームストアは，アボッツフォードの市

街地から6kmほど北の農村部に位置する。耕地

の面積は36ha（3区画分）である。すべて所有地

で，農場の周囲にまとまってある。栽培する作物

は，とうもろこし，かぼちゃ，豆類，キャベツ，

赤キャベツ，スクウォッシュなどである。以前は，

ばれいしょも栽培していたが，最近の人たちはば

れいしょをあまり食べなくなったので，栽培を中

止した。また，以前は豆類（いんげんとえんどう）

の割合が最も高かったが，手間がかかるため，面

積を縮小した。とうもろこしの品種は，生食用の

スーパースイート（yellow super sweet）である。

農産物はすべて，農場内の直売所で販売してい

る。

農業を担当しているのは，経営者と息子，息子

の妻である。農業労働力は，家族労働力だけであ

る。大型の農業機械は，とうもろこし用のハーベ

スターだけである。除草は手作業で行っている。

以前は経営者の妻も農業を手伝っていたが，高齢

になったため，ファームストアだけの経営に専念

するようになった。

ファームストアは，5月からクリマスまでは毎

日，8時から18時まで営業している。クリスマス

から翌年の4月までは，営業時間は同じであるが，

日曜に閉店する。ファームストアでは，農場で採

れた作物ばかりでなく，多品目を販売しているの

で，卸売業者から仕入れたアメリカ合衆国産のメ

ロンなども販売している。ベリー類は，主にラズ

ベリーといちごであり，近隣の農場から購入した

ものを，地元産という札をつけて販売している。

農産物の収穫期以外は，卸売業者から仕入れた農

産物だけの販売となる。ファームストアでは，営

業時間のみ，女性の従業員を約10人雇っている。

顧客は，地元のリピーターが多い。このファーム

ストアがオープンした40年来の客もいる。

この農場の経営者は，1966年にバンクーバー

に隣接するリッチモンドで，土地を借りて農業を

始めた。1970年に経営者の妻が，ファームスト

アを始めた。曲がっていたり，短かったりして，

廃棄しなければならない野菜を売りたかったため

である。1975年にこの農場を購入し，一家で引っ

越してきた。現在のファームストアもその時に始

めた。以前は酪農農場であり，酪農で使っていた

納屋を緑色に染めて，売り場にしている。

この土地は，かつてスマス湖のほとりであり，

フレーザー川に合流するスマス川がよく氾濫した

が，1920年代に干拓されて農地になった。1940

年代に作られた主屋は，玄関まで4段の階段があ

る高床式であるが，1948年の大洪水の時は，屋

根まで水が漬かった。引っ越してきた時には，す

でに堤防などが整備され，洪水の被害はなかった

が，粘土質の土地であるため，ベリー類の栽培に

は向かず，とうもろこしや野菜類を栽培すること

にした。2015年には，ファームストアの40年祭

を開催し，ライオンダンスを披露した。
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Ⅴ　ファーム・ダイレクト・マーケティングの特徴
１．展開

ローワーメインランド地域では，農産物を消費

者に直接販売するファーム・ダイレクト・マーケ

ティングが，1990年代中頃から増えてきた。同

時期に，幾つかの農場によってファーム・ダイレ

クト・マーケティング協会も組織され，パンフ

レットによる宣伝も始まった。当時は，スロー

フードムーブメントなど，都市に住む住民の間

で，食の安全や農産物の地元指向が高まってきた

時期であった。現在では，ファーム・ダイレクト・

マーケティングは，農村の有望なビジネスとみな

されるほど発展した。行政も，農場への直接的な

補助はないものの，就農支援事業などで，ファー

ム・ダイレクト・マーケティングを支援してきた。

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農場

は，アボッツフォードやチリワックなど，バン

クーバーの郊外（50～100km圏）に最も多く立

地する。次いで，ラングレイ，サリー，デルタな

ど，バンクーバーの都市外縁部（20～50km圏）

に多い。これらの地域は，フレーザー川左岸の沖

積平野で，比較的温暖であり，園芸農業と酪農が

盛んな地域である。多くのファーム・ダイレク

ト・マーケティングが，バンクーバーから東に伸

びる幹線道路沿いに立地し，そこから車で1時間

以内で行ける距離にある。一方，郊外であっても

フレーザー川右岸の山がちな地域では農場は少な

く，都市内部には分布しない。

２．商品

ファーム・ダイレクト・マーケティングの主な

商品は，地域の特産と一致する傾向にある。例え

ば，アボッツフォードでは，ブルーベリー，ラズ

ベリー，いちごなどのベリー類，野菜類，酪農な

どであり，チリワックでは，畜産（牧草地），果実，

穀類などである。また，ラングレイやサリーで

は，野菜類（ガーデニング用の苗・花卉を含む），

ベリー，畜産などであり，デルタでは施設園芸も

含めた野菜類，果実，ばれいしょなどの畑作物，

畜産などである。ファーム・ダイレクト・マーケ

ティングの農場は小規模であり，農産物の生産で

は，収量よりも，品質が優先される。

ファーム・ダイレクト・マーケティングのビジ

ネスは多様であり，農産物の販売だけでなく，収

穫体験，見学，加工品の販売，食事の提供などが

ある。例えば，果実や野菜のユーピック，子供向

けのヘイライド，教育農場，ファームストアでの

ビストロ，とうもろこしの迷路，フルーツや蜂蜜

のワイナリー，結婚式などのイベントなどがあ

る。また，搾乳や加工の現場を見学できたり，子

供が山羊などの動物と触れ合えるプレイグランド

を敷地内に作る農場もある。同じ農産物でも，多

様な品種が販売されている。例えばりんごのグ

ラーベンスタインは，1908年に発表された「赤

毛のアン」にも登場する古い品種であり，懐かし

さや珍しさも売りにされている。

３．販売方法

ベリーや野菜類など，自家製の農産物の販売に

は季節性がある。特に果実だけの経営は販売期間

が短く，初夏（7月頃）から初秋（9月頃）まで

に限定される。クリスマス用の針葉樹を販売する

ユーカットも，季節性の強い経営である。しかし，

ジャムやフルーツワインなどの加工品，施設で栽

培される野菜類やガーデニングの苗類などは通年

で販売される。さらに，他の農場から仕入れて販

売するファームストアや，酪農製品，肉類などの

販売も通年の営業である。ファームストアが経営

の主体である場合，自家製の農産物の生産は少な

いことも多い。

ファームストアは舗装された駐車場を備えてお

り，売り場面積も一般のスーパーマーケットほど
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に広い。一方，農場内に作られた販売所は小規模

であり，農場の雰囲気も商品となっている。林地

と草地を売店の周辺に残して，美しい風景を醸し

出している農場もある。家族経営では，日曜に閉

店する農場も多い。中には電話やメールの予約だ

けで客を受け入れる農場もある。農場内の売店だ

けでなく，バンクーバーにある宅配業者や，地元

の有機農産物専門のスーパーなどで販売する農場

もある。

宣伝方法は，協会が発行する冊子のパンフレッ

トのほか，インターネットと口コミである。宣伝

文句は，地元産であること，安全であること，家

族農場であること，「これ以上新鮮な農産物はな

い」ことなどである。農場によっては，有機栽培

であることや，環境に配慮した栽培であることも

売りにしている。ウェブページには，農場主夫婦

の笑った写真や，客の子供らがかぼちゃ畑で遊ん

でいる写真を入れたりするなど，家族的な雰囲気

を出している。ツイッターでは，とうもろこしの

収穫が始まったり，今年初めてのジュースができ

たなどの情報が，主にリピーター向けに発信され

ている。

ファーム・ダイレクト・マーケティングを始め

た経営者は，2代目以降の後継者が多い。彼らは，

生産と販売をこなすため，仕事熱心であるだけで

なく，客を満足させるサービス精神も持ち合わせ

ている。客とのつながりを重視しており，オープ

ンハウスを企画したり，客の飼い犬の名前も覚え

るほどである。宝飾品や工芸品など，農産物以外

の商品も手がけたり，学校の生徒を農作業に招く

など，地元の住民とのつながりも重視する経営者

もいる。ファーム・ダイレクト・マーケティング

の客は，子供のいる家族のリピーターが多い。農

場によっては，学校や観光客などのバスツアーも

受け入れている。

４．課題と展望

今後の課題は，都市的土地利用との競合によ

り，農地の価格や農業水利などの生産費が増加し

たり，農地が細分化されることなどにある。家族

経営では，有機栽培の認証や加工品の検査に多大

な時間が取られることも，経営の負担となってい

る。有機栽培であっても，周囲が有機栽培でなけ

れば，有機栽培の認証は取得できない。しかしカ

ナダの20代・30代の若者にとって，農村の良い

イメージが定着してきた。結婚式やワイナリーめ

ぐりも人気が出ており，ファーム・ダイレクト・

マーケティングは，若い起業家からビジネスとし

て注目されるようになってきた。

Ⅵ　おわりに

ブリティッシュコロンビア州におけるファー

ム・ダイレクト・マーケティングの経営は多様で

ある。これらは，基本的には，ベリー類を主とす

る果実，野菜類（花卉や苗を含む），畜産，ファー

ムストアの組み合わせによって分類できる。主な

商品は，ブルーベリーやラズベリーのユーピック

や，チーズやアイスクリームなどの酪農製品であ

る。それ以外にも，ふれあい動物園，学校などの

団体客の受け入れ，クリスマスツリーの販売，結

婚式などのイベントの開催，フルーツワインの醸

造など，その商品は多岐にわたる。一つの農産物

でも複数の品種が栽培されており，市場での定番

だけでなく，地域や歴史を象徴できる珍しいもの

もある。

ファーム・ダイレクト・マーケティングの農場

は，州スケールではローワーメインランド地域に

集中し，地域スケールではバンクーバーの郊外と

外縁部に点在する。そこは，フレーザー川下流に

広がる沖積平野であり，競争力のあるブルーベ

リー栽培を始めとする園芸農業地帯である。農場

の規模は小規模であり，平均的な農地は約8haで
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ある。そこでは1990年代から，農薬の使用を抑

えた安心な農産物や，地元産で新鮮な農産物の需

要が都市住民の間に高まってきたことを背景に，

消費者への直接販売が増えてきた。ファーム・ダ

イレクト・マーケティングを始めた経営者には2

代目の後継者が多く，先代から続く作物や家畜の

生産ばかりでなく，農産物の加工やマーケティン

グにも対応している。インターネットや協会のパ

ンフレットでは，ヘルシー，ローカル，フレッ

シュを宣伝し，地元のリピーターとのつながりを

重視している。

近年のローワーメインランド地域では，都市的

な土地利用との競合により，農地価格が高騰した

り，農地が細分化されるなどして，農業の維持

には問題がある。しかしファーム・ダイレクト・

マーケティングの経営には可能性がある。一人あ

たりGDPが日本よりも高いカナダでは，国民の

購買力が高く，地元産や安全な農産物への需要も

高い。また，農場の経営者は想像力があり，農産

物の生産技術だけなく，客をもてなすホストの役

割も担うことができる。このような要因から，多

彩で先進的な農村空間の商品化が見られるように

なった。
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注

 1） 日本の場合，農業経営体による経営耕地の面積は
国土の9.6％，農業就業人口は人口の2.0％に達する
（2010年農林業センサスによる）。
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Characteristics of Farm Direct Marketing in the Lower Mainland Region  

in British Columbia, Canada

NIHEI Takaaki＊, TABAYASHI Akira＊＊, KIKUCHI Toshio＊＊＊,  

KANEKO Jun＊＊＊＊ and WALDICHUK Tom＊＊＊＊＊ 
＊ Graduate School of Letters, Hokkaido University, ＊＊Professor Emeritus, University of Tsukuba,  

＊＊＊Graduate School of Urban Environmental Sciences, Tokyo Metropolitan University,  
＊＊＊＊Faculty of Law and Letters, Ehime University, ＊＊＊＊＊Faculty of Arts, Thompson Rivers University

This study examines the characteristics of farm direct marketing in British Columbia, Canada, focusing on the distribu-
tion of farms, types of commodities, methods of production and sale by farms. The farms that conduct farm direct market-
ing are distributed mainly in the suburbs and the urban fringe of Vancouver. The area is a horticultural zone extending 
along the lower stream of the Fraser River, in which the number of farm direct marketing has increased since the late 
1990s. Though commodities are diverse, the management can be classified basically into four types; fruits (mainly berries), 
vegetables (including flowers and nurseries), livestock and poultry products, and farm stores. Though the area of farm 
land is not large, many versatile mangers of second generation engage in the management. They advertise the products as 
"fresh, local and safety", and inform the season of harvest to repeaters by using of Facebook. The farm operation is under 
the pressure of urban land-use, however, there is a possibility of growing because it is supported by a constant demand for 
local food by urban residents, and a positive image of rural areas.

Keywords: farm direct marketing, farm management, rural space, commercialization, Canada


